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昭和大学病院 小児循環器・成人先天性心疾患センターにおける 

予防接種に関するお願い 
 
先天性心疾患の方にとって予防接種は重要であり、積極的な接種が推奨されています。予防接種に該当する各

疾患に罹ると重症化の可能性があります。また、感染症に罹ると治療計画（カテーテルや手術）に影響を及ぼし
ます。順調な体重増加の妨げにもなったりします。 
一方で手術・カテーテル・全身麻酔・輸血は予防接種に影響を及ぼす可能性があります。接種時期により手術

延期、カテーテル延期を必要とする場合があり注意が必要です。下表を参考に計画的な予防接種をお願いします。 

 
＊RSウイルス感染症予防注射（シナジス、ベイフォータス）は予防接種、手術、カテーテル、輸血等の影響は受け
ません。影響は及ぼしません。別途、投与スケジュールを計画してください。 
 
＊上記表は昭和大学病院、小児循環器・成人先天性心疾患センターでの基準となっております。国際的に統一された
決まりはありません。各施設や各学会のホームページで記載されている時期と異なる場合がありますのでご了承くだ
さい。  
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＊カテーテル・手術前の決まりは昭和大学病院のすべての科での決まり事となっております。不足の場合はカ
テーテル・手術が延期になる場合があります。下記の具体例を参考に間違わないようにしましょう。 

 
＊参考資料. 日本小児科学会が推奨する予防接種スケジュール 

 


